
　設置場所の材質に対応
した電動ドリルを使用し、
ゲージでしるしをつけてい
た部分に穴をあけてくださ
い。
　穴の口径は8ｍｍです
が、設置面が石質によっ
て割れ易い場合は4ｍｍ
径のドリルで先行孔をあ
けると施工し易くなりま
す。また孔の深さは18ｍ
ｍ～21ｍｍ程度あけてく
ださい。

※連続して穴をあけるとド
リル刃が熱を帯びて切れ
が悪くなったり、破損し易く
なるため、水等でこまめに
冷やしてください。

■リードマーク埋込式の施工方法例（石タイル等への設置）

①下地処理と設置場所の墨出し ②穴あけ位置の確認 ④ドリルによる穴あけ

④接着剤による警告・誘導表示の固定

　穴の内部周囲の石粉等
を掃除機等で十分に除去
してください。
　その後専用接着剤MX-
100（別途）を使用し、穴の
中と周囲に適量を充填し
てください。はみ出した場
合は、エタノールやアル
コールで速やかに拭きとっ
てください。
　接着剤が硬化する前に
リードマークを固定してく
ださい。床が平滑でない
場合等は硬化するまで重
石等で固定してください。
（硬化時間は設置状況に
よりますが、10分程度。）

⑤完成・養生

●施工上の注意
①平滑な床でご使用ください。激しい床の凹凸や目違いのある床には使用できません。目地が6ｍｍ以上ある場合はモルタル等で埋めてください。
②施工温度は－5℃～＋60度程度です。（温度により接着剤の硬化時間も変わりますのでご注意ください。）
③穴に接着剤を注入する場合は、床の底が抜けていないかを確認し、接着剤が垂れ落ちない様、注意してください。
④石の施工がバサモルタル施工の場合は接着剤の垂れ落ちに特に注意してください。

床面の汚れ、油面、水分
等を除去してください。
　設置場所の形状と位置
を確認し、警告・誘導（警
告）表示間の直線を出す
為に墨出しをおこなって直
線をだしてください。

　位置の確認が完了した
ら墨出しのラインを確認し
つつ、埋め込み工法用専
用ゲージブレート（別途）を
使用し穴あけ位置を決定
してください。

※専用ゲージを使用しな
い場合は、JIS規格等によ
る警告・誘導表示の基準
を参考に穴あけ位置を決
定してください。


